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◆戦略重点科学技術

◆その他の重要な研究開発課題

はじめに:JAXA航空の研究開発テーマの概要

第３期科学技術基本計画 【閣議決定（H18.3）】

－分野別推進戦略 社会基盤分野 「重要な研究開発課題」 【CSTP決定 （H18.3）】

【新需要対応航空機国産技術】

① 航空機・エンジンの全機インテグレーション技術 ［経産省との共通課題、目標設定］

■ 小型航空機・エンジンの高性能化・差別化技術の研究開発

② 超音速航空機技術 ［経産省との共通課題、目標設定］

■ 静粛超音速研究機の研究開発

【交通・輸送予防安全新技術】

③ 交通輸送システムの安全性・信頼性の向上 ［国交省との共通課題、目標設定］

■ 全天候・高密度運航技術

④ 近距離型航空機技術
・ 回転翼機技術の研究開発、将来の近距離型航空機の研究

⑤ 衛星等による自然災害観測・監視技術
・ 災害監視無人航空機システム

⑥ 高度環境適合航空機技術
・ 旅客機への燃料電池技術転用を目指した推進系燃料電池システムの研究開発

重
要
な
研
究
開
発
課
題

（関
連
部
分
抜
粋
）
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１．「戦略重点科学技術」の推進

①小型航空機・エンジンの高性能化・差別化技術の研究開発
（目標）：（経済産業省と協同で）2012年度までに日本が主体となった初の民間ジェット機・

ジェットエンジンの開発を実現し、市場投入を目指す。
（機体については、2012年度まで、エンジンについては2014年度までの市場投入

を目標とする）

国産旅客機の技術協力について、19年度は、特に、騒音評価技術など評価の手法を確立
することにより、事業化判断にも貢献。
20年度からは、国産小型旅客機の事業化が決定されたことを受け、実機開発に向けて、
これまで培ってきた先端技術の実証試験等の技術協力を開始。

エンジンの技術協力について、19年度は、先進エンジン要素技術の試験（燃焼器）におい
て、NOx排出の国際基準値を大幅に下回る数値（ICAO規制値比；-62%）を達成。
20年度は、引き続き、先進エンジン要素技術の研究開発を進めるとともに、企業の試作
エンジン開発に向けた技術協力を行う。

Ⅰ．平成20年度の研究開発実施計画
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参考 研究開発ロードマップ （昨年の評価時点）
（ＣＳＴＰ社会基盤分野 戦略重点科学技術）

研究開発ロードマップ

事業化・
ｼﾘｰｽﾞ化➔

NEDO「環境適応型高性能小型航空機 研究開発」

開発・地上/飛行試験

企業

文科省
・

JAXA

経産省

差別化技術の開発・移転
新技術に対する型式証明取得支援
大型設備の整備・供用

H15 H16 H17 ・・・H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24年度

調査・概念検討

遷音速風洞 鳥衝突複合材

▲事業化判断正式客先提案（ＡＴＯ）▲ ▲ＴＣ取得・就航初飛行▲

研究開発ロードマップ

事業化・ｼﾘｰｽﾞ化➔NEDO「環境適応型小型航空機用エンジン 研究開発」

システム実証

-80%
-23dB
-15%

-50%
-20dB
-10%

*1 対ICAO規制値
*2 対現状エンジン
ICAO：国際民間航空機関

NOx排出量*1

低騒音化*1

CO2排出量*2企業

文科省
・

JAXA

経産省

H15 H16 H17 ・・・H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24年度

要素技術開発

環状燃焼器
回転要素 実ｴﾝｼﾞﾝ環境材料評価

ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ

■ 低NOx燃焼技術
■ 低騒音化技術
■ 低ＣＯ2技術

差別化技術の開発・移転
大型設備の整備・供用

第23回航空科学技術委員会資料より抜粋

国産旅客機高性能化技術の研究開発

クリーンエンジン技術の研究開発

「クリーンエンジン」概念図

三菱航空機（株） 提供

事業化決定（H20.3）
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③ 全天候・高密度運航技術の研究開発
（目標）：（国土交通省と協同で）2012年度までに離島コミューターや災害救援機が悪

天候時においても運航可能なシステムを構築し、国際的に勧告されている
就航率９５％を目指す。また、航空機（特に小型機）の更なる安全運航を可
能とする。

19年度までに、アビオニクスをはじめとした各要素技術の個別成立性を実証。
20年度は、実運用下での技術実証に向けた事前検討を開始。

１．「戦略重点科学技術」の推進

② 静粛超音速機技術の研究開発
（目標）：（経済産業省と協同で）2012年度までに欧米への飛行時間を半減させる超音

速旅客機開発のための優位技術の獲得を図り、超音速旅客機の国際共同開
発開始時にわが国の主体的参加を可能とする。

19年度までに、静粛超音速研究機の開発計画・技術仕様等を策定。
20年度は、推進作業部会で策定された推進方策に基づき、次世代超音速旅客機概念
の研究及び要素技術の高度化を進めるとともに、静粛超音速研究機の設計検討
（フロントローディング）に着手する。
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参考 研究開発ロードマップ （昨年の評価時点）
（ＣＳＴＰ社会基盤分野 戦略重点科学技術）

第23回航空科学技術委員会資料より抜粋

全天候・高密度運航技術

研究開発ロードマップ

2006 2007 2008 2009 2010～

（１）要素技術の
研究開発 ▽技術目標設定

準備フェーズ 第１フェーズ

空力技術

構造技術

ｿﾆｯｸﾌﾞｰﾑ計測・評価技術

推進技術

コンピュータ解析
・設計技術

飛行制御技術

第２フェーズ

2010年代中頃

（２）研究機による
飛行実験 システム検討

フロントローディング
設計検討 システム開発／飛行実験

総
合
評
価

航空科学技術委員会の
中間評価に基づくフェー
ズアップ可否判断

超音速輸送機の要素技術研究、
技術評価及び概念研究

静粛超音速研究機の研究開発

従来形状
静粛超音速研究機
（ベースライン形状）

ソ
ニ

ッ
ク

ブ
ー

ム
の

強
さ

ソニックブーム予測波
形

静粛超音速研究機（ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ形状）

離着陸から超音速まで完全自律飛行の低ソニックブーム無人超音速ジェット機

最大離陸重量 約４ton
全長 約13m
全幅 約７m

➊

➋

➌

2006
H18

2007
H19

2008
H20

2010
H22

2011
H23

2009
H21

2012
H24

商用機飛行実証飛行実証検知装置試作

年度

国際標準提案を目指した技術実証要素技術の獲得

運用評価、技術実証、国産機コックピット開発へ活用

研究開発ロードマップ

「「DREAMSDREAMSによる運航（イメージ）による運航（イメージ）」」
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④回転翼機技術の研究開発
（目標）： 2012年度までに将来近距離型航空機に関する日

本独自の先進技術を開発し、産業競争力を強化
する。

④将来の近距離型航空機の研究
(目標）： 2012年度までに将来近距離型航空機に関する日

本独自の先進技術を開発し、産業競争力を強化
する。

一体型MDC
（防衛省）

 フラップフラップ

低騒音型ロータブレード
（JAXA)

アクティブ・フラップ
（JAXA)

一体型MDC
（防衛省）

 フラップフラップ

低騒音型ロータブレード
（JAXA)

アクティブ・フラップ
（JAXA)

アクティブフラップ付き地上試験用ロータの概念図

フラップ

２．その他の「重要な研究開発課題」の推進

VTOL姿勢制御検討用
電動模型による浮上実験

VTOL遷移飛行推力制御
検討用電動模型

19年度までに、アクティブ・フラップ機構（右図参照）による低

騒音化を風洞試験等で実証。また、ヘリコプタ統合解析ツール

を構築。

20年度は、実大ロータの設計を行う。

19年度までに、将来型新形態ＶＴＯＬ（垂直離着陸）機について、

模型エンジンによるシステム概念実証を行った。

20年度は、姿勢制御技術についてシミュレーション及び模型機

を用いた研究を行う。
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(目標）： 2020年度までに脱化石燃料航空機を実現す
ることにより、地球温暖化、大気汚染の進行の
抑制に貢献する。

⑤ 災害監視無人航空機システム

（目標）： 2012年度までに無人航空機システムを運用に
供し、災害発生時におけるタイムリーかつ詳細
な現場情報の収集・提供を可能とする。

⑥ 旅客機への燃料電池技術転用を目指した推進系燃料電池システムの研究開発
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1. 25

1 .5

- 1 -0. 8 -0 .5 - 0.3 0 0. 25 0. 5 0.7 5 1 1 .25

飛行管理
/データ受信被災情報中央官庁等の

防災対策室

防災ヘリコプタ
災害状況把握
救難・救助
物資輸送 など

災害現場における運用
➔現場のニーズに直接対応

長時間/定点監視
被害概況の迅速な把握

災害監視衛星･通信衛星
広域監視（国際貢献を含む）
長期・定期的監視（災害予測）
被災情報等の中継 など

災害監視無人機
被災状況の空撮・情報送信､非常通信中継 など

防災活動現場（災害対策本部） ；災害監視無人機システムのユーザ

防災ヘリ・無人機の連携により
防災活動を効率化
（防災ヘリを救難・救助活動へ）

電動推進機

軽量高出力電動モータ

電動駆動輪モデル実証試験機

２．その他の「重要な研究開発課題」の推進

19年度までは、防災関連機関等との情報交換に基づき、
概念検討を行うとともに、必要となる要素技術の研究開
発を進めてきたところ。
20年度からは、運用性機能拡大及び飛行安全性技術
の研究開発を進めるとともに、安全基準の策定につい
て検討を開始。

19年度までは、電動駆動輪方式及びモータの出力

密度向上に関する研究を進めてきたところ。
20年度は、超軽量航空機の電動化を目指した高出力

モータ及び制御装置の開発を行う。
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7/10 ロケット実験機飛行データ解析完了報告会＠東京大学山上会館
平成17年度に成功した小型超音速実験機の飛行実験データ分析結果についての報告会

7/14 ～7/20 ファンボローエアショー＠イギリス ファンボロー
静粛超音速研究機模型ならびに低コスト成型複合材模型出展予定

7/27 「第２７回JAXAタウンミーティング」 in 所沢＠所沢航空発祥記念館
未来の航空機開発をテーマに講演 所沢航空発祥記念館との共催

7/30～8/1 構造強度に関する講演会＠北九州国際会議場（福岡）
日本航空宇宙学会との共催

9/11 「航空ビジョン・シンポジウム２００８～我が国航空科学技術の前途について～」＠日本科学未来館
日本航空宇宙学会との共催

10/9 第４回学際領域における分子イメージングフォーラム＠早稲田大学国際会議場

11/27 研究開発本部/航空プログラムグループ公開研究発表会＠日本科学未来館
研究開発本部、航空プログラムグループにおける最新の研究成果を発表

12月頃 東大-JAXA 航空宇宙工学ワークショップ

T.B.D. 第５回国産旅客機・クリーンエンジン研究発表会
「国産旅客機高性能化技術開発」「クリーンエンジン研究開発」における研究成果について紹介

Ⅱ．平成20年度の広報活動計画
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参考：研究開発テーマを巡る最近の主なトピック
（H19.9～H20.5）
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参考：研究開発テーマを巡る最近の主なトピック
（H19.9～H20.5）


